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和名：ハハコグサ（母子草） 

昔から日本にある在来種です。春の七草「せり なずな ごぎょう 

はこべら ほとけのざ すずな すずしろ」がありますが、このうち「ご

ぎょう」がハハコグサのことになります。私は食べたことがありませ

んが、どのような味がするのでしょうか。以前は桃の節句に餅の中に

入れてついていたという話です。葉が柔らかな白い毛でおおわれて

おり、優しさを感じられる草だと言われています。安来高校では体育

館と第二体育館の間でたくさん見ることができます。 

和名：チチコグサ（父子草） 

 こちらも在来種です。黄色のハハコグサに比べて地味だから、とい

うのが名前の由来だそうです。全体的に毛が密に生えていて、白っぽ

く見えます。初めてだと花なのかどうか迷ってしまうことでしょう。

茎の先に鐘形の頭花がたくさん集まっており、その花は褐色で 5mm 程

度しかなく、やはり地味だと言わざるを得ません。校庭の周辺で所々

集中して存在しています。近縁種に外来種のチチコクサモドキとウラ

ジロチチコグサがありますが、これらは慣れていないと見分けるのが

難しいかもしれません。ウラジロチチコグサは安来高校にもありまし

たので、次に紹介します。 

和名：ウラジロチチコグサ（裏白父子草） 

 南アメリカ原産の帰化植物です。1970 年代に日本で見つか

り、あっという間に広がりました。葉の表には毛が少ないです

が、裏に白い毛が密に生えており、チチコグサよりさらに白く

見えることからこの名前があります。しかし触ってみるとさほ

どふさふさした感触はありません。葉のふちが波打っているの

が特徴だと言えます。チチコグサよりは明らかに大きく、安来

高校でも 30cm くらいはあると思われる個体がありました。茎

の上部に赤色を帯びた頭花がたくさん密集して咲きます。チチ

コグサと同じく、校庭の周辺で見ることができます。 

和名：ナガミヒナゲシ（長実雛罌粟） 

 地中海原産の帰化植物です。花が咲く前のつぼみは下を向いて

いるのですが、開花とともにピンと伸びて茎の上にオレンジ色の

鮮やかな花を咲かせます。非常に目立ちますが、実は一日花で、

朝に花が開き、夕方には花びらが落ちてしまいます。あんなにた

くさん咲いているのに、日替わりなのだなと思うと感心します。

果実が縦に長いのでこの名前があります。名前の通りケシの仲間

ですが、毒性はありません。中の海会館の周辺でよく見かけます。 

  



和名：マツバウンラン（松葉海蘭） 

 北アメリカ原産の帰化

植物です。かなり全国的に

広がっています。茎が細く

松葉のようであり、ウンラ

ンという植物に似ている

ことからこの名前があり

ます。写真に撮ろうとする

と、僅かな風ですぐに揺れ

てしまうため、撮影者泣か

せとして知られているそ

うです。職員玄関を出てす

ぐ左にありますのでぜひ

見てください。 

和名：ブタナ（豚菜） 

 長い茎の先にタン

ポポそっくりの花が

咲きます。よく生徒

がタンポポと間違え

ます。不思議な名前

ですが、フランスで

の 俗 名 Salade de 

porc（豚のサラダ）の

直訳が由来となって

いるそうです。結構

背が高いので、群集

で咲いていると見ご

たえがあります。 

和名：ニガナ（苦菜） 

 葉や茎を切ると白い乳液が出てきて、それを舐めると苦いこ

とからこの名前がつきました。茎の先が複数に枝分かれして、黄

色い花がたくさん咲きます。タンポポと同じ舌状花で、花びらの

ように見える部分がひとつひとつの花になります。例えば左の

写真の場合、６個の花が集まっているということです。通常５～

７個の花が集まっています。菜という文字がついていますが、菜

っ葉のイメージはありません。沖縄の薬草でニガナがあります

が、それは別のものです。 

和名：ムラサキサギゴケ（紫鷺苔） 

 単にサギゴケと呼ばれるときもあります。コケの仲間ではあ

りません。花の形が翼を広げたサギに見え、コケのように地面

に広がることから名前がつきました。黄色や赤色の斑紋がある

ことが特徴的です。本来は湿った場所に咲く植物ですが、安来

高校では校庭でよく見かけます。安来高校の校庭の水はけが悪

く湿っぽい証拠かなと思います。似た花にトキワハゼというの

があり、私はしょっちゅう間違えます。 

和名：ケキツネノボタン（毛狐の牡丹） 

 私が安来高校に赴任して、初めて学校の周囲を散策したとき、

とても目立っていたのがこの花です。キツネノボタンという近

縁種があり、花の形だけでは見極めにくいのですが、果実の形

から判断してケキツネノボタンだろうと考えました。ちなみに

金平糖のようなかわいい果実がつきますが、有毒だそうなので、

食べないように。花がボタン（牡丹）に似ているのではなく、葉

が似ており、キツネが化けたボタンとして名前がついています。

これも本来は水辺の日当たりのよい場所に咲く花です。安来高

校は水分が多いのですね。 
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